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特別枠 多頭飼育崩壊現場支援報告書 

 

申請申請申請申請 No.6No.6No.6No.6    

申請日：2016 年 6 月 30 日 

場所：千葉県香取郡 実施責任者：Ｋ氏  

協力団体：個人ボランティア 

居住環境：千葉県香取郡 持ち家 一軒家 

居住者：父(56)、母(54)、息子(18)の 3名 

生活保護の需給状況：不明 

 

 

申請から不妊手術完了までの経緯申請から不妊手術完了までの経緯申請から不妊手術完了までの経緯申請から不妊手術完了までの経緯（報告書より）（報告書より）（報告書より）（報告書より） 

最初に飼ったオス猫の去勢をせず、メスも飼いだした為、出産し 5 匹程になり、他の方に譲

ったりもしたが、次第に増え始め、10 頭を超える。ご近所の方からの苦情で保健所から指導

されるが、その後、飼い主が 2016 年１月に脳梗塞で入院し、飼育者がいない状態で 20 頭を

超えてしまう。外に徘徊している猫があまりに飢えている状態に気づき、餌を与えだしたが

近隣の住民から糞尿などの苦情が上がり、6 月 11 日に Twitter でヘルプを出す。反応して頂

いた有志3家族 5名が 6月 29日に 11頭のメス猫を引き取り不妊手術をして下さる。その後、

どうぶつ基金に申請。7月 9 日に 8 頭のオス猫をどうぶつ基金の協力病院である埼玉県の「い

ながき動物病院」で去勢手術を実施。8 頭のうち 1 頭は猫エイズウイルス感染症と判明し 8

月上旬に死亡、残り 7 頭のうち 2頭は東京のボランティアの方に引き取られた。また、8 月 6

日に飼い主宅周辺で残っていた 1 頭を再びどうぶつ基金の支援によりオス猫（手術の際、猫

エイズウイルス感染症と判明）の去勢手術を行う。残った猫 6 頭と既に避妊していた 1 頭の

メス猫のうち 3頭は飼い主が引き続き飼育予定、他のオス猫に関しては 9月 25 日に引き取り

手が来て下さるとのこと。 

 

 

不妊手術頭数不妊手術頭数不妊手術頭数不妊手術頭数    

手術日 オス メス 耳カットのみ 計 

7月 9日 8 0 0 8 

8月 6日 1 0 0 1 

合計 9 0 0 9 

どうぶつ基金負担：不妊手術 
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現場写真現場写真現場写真現場写真    

  

 

 

 

 

 

    

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

今回の取り組みを振り返り、改善すべき点や今後の配慮事項（報告書より）今回の取り組みを振り返り、改善すべき点や今後の配慮事項（報告書より）今回の取り組みを振り返り、改善すべき点や今後の配慮事項（報告書より）今回の取り組みを振り返り、改善すべき点や今後の配慮事項（報告書より） 

助けに応じてくれた多くの方々に大変感謝している。しかし、彼らも自費での対応なので、

組織の力が迅速かつ柔軟に対応できることが必要だと考えられる。 

猫たちの餓死状態に気づいた段階で、もう少し早く手を打ちたかった。 

Twitter に対する反応が非常に早く、リツイートが 3,000 件以上あり、拡散もして頂いた。 

数人のボランティアの方が協力して引き取り、避妊手術・里親探しをして頂き、ほぼすべて

の猫が引き取られようとしている。本当に驚きと共に感謝が尽きることはない。また、ボラ

ンティアの方に紹介され、どうぶつ基金の事を知り連絡させて頂いた。素早く対応して頂き、

手術の際の費用負担が減った事に深く感謝している。 

 

 

どうぶつ基金スタッフよりどうぶつ基金スタッフよりどうぶつ基金スタッフよりどうぶつ基金スタッフより 

どうぶつ基金には、多頭飼育崩壊の相談が毎週のように入っています。「不妊手術さえしてい

れば、こんなことにならなかった」当事者は口をそろえて同じことを言います。猫を飼い始

めた当初に手術を怠ったために、人も猫も想像を絶する不幸な状態になってしまいます。猫

の繁殖力を侮ってはいけません。不妊手術の重要性をもっともっと広報していかなければな

らないと改めて痛感しました。 


